
 

女河八幡宮の新しい獅子頭が初めてお披露目されます 

 

 

 

 

 

◆日時 

10月 13日（日） 10：00～16：30（予定） 

※獅子頭は神楽の際に使用（15：00頃開始） 

 

◆場所 

女河八幡宮（湖西市新所1番地） 

 

◆獅子頭新調の経緯 

・女河八幡宮特殊神事の1つである「神楽」で使用する獅子頭2体は、いずれも江戸時代

  前期に作成されたものであり、資料的な価値が非常に高い。この獅子頭の劣化を防ぎ、

  後世にわたって保存していくために、令和5年度に女河八幡宮氏子会が新調事業を実施。 

・事業は、静岡県、湖西市、一般社団法人伊豆屋伝八文化振興財団、及び公益信託 JA・ 

静岡県信連民俗芸能振興基金の補助金・助成金を受けて実施。 

・彫刻は井波彫刻師である荒井寿斎（あらいじゅさい）氏に、獅子頭に付属する幌（ほろ）は

京都の井筒装束店へ依頼し、約7か月の期間を経て完成。 

 

◆その他 

祭礼当日は、新調前の獅子頭の公開も行われます。 

     

      〈新調前〉       〈新調前〉         〈新調後〉 

元和 4年（1618）作成   延宝 7年（1679）作成 

≪メディアの方へ≫     ≪発表種別≫ 

☐ 取材をお願いします。   ☐ 記者会見発表資料 

☐ 事前告知をお願いします。 ☐ 記者会見情報提供資料 

 情報提供をします。     随時 

≪問い合わせ先≫ 

所属名 文化観光課 

連絡先  053-576-1140 

担当者 大須賀 

湖西市 

令和5年度に新調した、県指定文化財「女河八幡宮例大祭神事」で使用される獅子頭が、

10月 13日（日）の祭礼で初めてお披露目されます。 

令和６年10月３日発表 
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